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1. はじめに 

 

2024 年に発生した能登半島地震では，震源から約

150km 離れた新潟市内においても液状化などの地震

被害が見られた 1)．また公開されている新潟市内で

の加速度記録 2)には地域ごとの空間的な偏りが見ら

れ，地盤構造や地形条件がその要因である可能性が

ある．また，厚い沖積層が広く分布する新潟平野にお

いては，強震動の予測評価が重要である． 

本稿では，能登半島地震で発生した新潟市内にお

ける地震動の地域的な偏りを把握することを目的と

し，以下の手法により解析を行った．まず，市内に設

置された高密度強震観測網 3)の記録を用いて，各観

測点における水平方向二方向合成の PGA および

PGV を算定した．次に，得られた指標に対して普遍

クリギング法を適用し，地震動の空間分布特性を補

間・可視化することで，地域的な地震動の傾向につい

て検討を行った．  

 

2. 各観測点における地震指標の整理 

 

本稿で利用した地震観測記録は民間事業者，気象

庁(JMA)，および防災科学技術研究所(NIED)が新潟市

の北区，東区，中央区，西区，江南区に設置した地震

計で取得されたものである．観測地点数はそれぞれ

154，8，16地点であり，合計 178地点である． 

取得された加速度観測記録から水平二方向合成

PGA，PGV を算定した．図-1(a)，(b)に各観測点の水

平二方向合成 PGA，PGVを示す． 

図-1 より，新潟市の南西側が大きな値を取る傾向

がある．なお観測点全体での PGA と PGV の最大値

はそれぞれ 413.2 cm/s2と 63.6 cm/sであり，いずれも

西区に位置している．気象庁の観測点である新潟西 

区寺尾東で観測されたPGAとPGVはそれぞれ，245.0 

cm/s2と 43.2 cm/sである． 

 

 

(a)水平二方向合成 PGA 

 

(b)水平二方向合成 PGV 

図-1 各観測点における地震動指標 

 

3. 普遍クリギングによる空間補間 

 

得られた地震動指標に対して，普遍クリギングを

用いた空間補間を行った．普遍クリギングとは決定

論的なトレンドを除去した離散的データから，未知

点でのデータを推定する手法の一つである．4)図-1よ

り，地震動指標に南西から北東方向への減少傾向が

見られたことから，空間的なトレンドが線形である

と仮定し，式(1)のような一次回帰モデルをトレンド

関数として採用した． 

   

         

   
       

         



 

 

𝑚(𝑥, 𝑦) = 𝑎0 + 𝑎1𝑥 + 𝑎2𝑦 (1) 

ここで，x と y は観測点の投影座標系における x 座

標と y 座標であり，a0,a1,a2 はトレンド成分の係数で

ある．今回求まった係数はそれぞれ 2.54×104， -

4.58×10-3，-4.97×10-3であった． 

図-2に推定された PGA の空間分布を示す．図-2よ

り，南西部の西区においては，300 cm/s²を超える局所

的に高い PGA値が分布している．また，200 cm/s²を

超える地域には中央区および江南区の一部が含まれ

ている．一方，北東部の東区および北区の一部には，

100 cm/s²を下回る低い PGA値の地域が存在している．

南西部から北東部にかけて，PGA 分布は概ね減少傾

向を示しているが，東区の沿岸部には 175 cm/s²を超

える局所的な高値域が確認された． 

  

 

図-2 普遍クリギングによる水平 2 方向合成 PGA の空間分

布 

 

4. 地震動指標と Vs30の空間分布の考察 

 

 図-3 に補間された水平 2 方向合成 PGA と Vs30
5)の

空間分布を示す．Vs30の分布では新潟市中央区や東区

の周辺で低い領域が存在する一方で，PGA の値が大

きかった西区周辺では，Vs30の値は 160~170 m/s前後

であり，周辺地域と比べて顕著に低いわけではない．

空間補間の実施により，新潟市内における地震動分

布の地域差が明確に示された一方で，こうした局所

的な高値域は少なくとも Vs30 分布によっては説明が

難しい． 

 

 

図-3 補間された水平 2 方向合成 PGA と Vs30の空間分布 

 

5. 結論 

 

本稿では令和 6 年能登半島地震により新潟市内で

観測された強震動について，稠密な観測記録を用い

て地震動の代表指標を抽出し，PGA に対する空間補

間を実施した．その結果，対象領域の西側，特に新潟

市西区周辺においてPGA値が顕著に増加する傾向が

確認された．一方で Vs30 分布とは明瞭な相関が見ら

れなかった． 

今後は，得られた地震動分布と表層地盤特性との

相関関係の検討を進める予定である．さらに，地震動

の空間分布と相関を持つパラメータの抽出を目的と

して，詳細な地盤情報の取得が必要である．また，空

間補間の精度向上に向けて，より適したトレンドモ

デルの可能性についても検討を行い，複数のトレン

ドモデルに対し適合性の評価を行う予定である． 
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